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①
赤
松
要
ー
ー
ー
わ
が
体
系
を
乗
り
こ
え
て
ゆ
け

池
尾
愛
子
著

「
赤
松
要
l

わ
が
体
系
を
乗
り
こ
え
て
ゆ
け
』

曾

こ
の
評
伝
「
日
本
の
経
済
思
想
」
十
五
冊

が
何
を
ね
ら
う
の
か
。
な
ぜ
恩
師
赤
松
要
博

士
(
一
八
九
五
l
一
九
七
四
)
が
選
ば
れ
た

の
か
も
知
ら
な
い
が
、
と
に
か
く
伝
記
物
の

ベ
テ
ラ
ン
、
池
尾
愛
子
氏
に
よ
っ
て
優
れ
た

好
著
が
発
刊
さ
れ
た
こ
と
は
う
れ
し
い
。
私

ど
も
の
『
雁
行
型
経
済
発
展
論
・
全
三
巻
』

(
文
異
堂
、
二

O
O三
、
二

O
O五
、
二

O

O
六
年
)
が
、
赤
松
先
生
の
雁
行
形
態
論
の

研
究
に
集
中
し
て
い
る
の
を
補
完
す
る
よ
う

に
、
他
の
学
問
・
人
物
を
も
包
括
し
た
池
尾

氏
の
赤
松
要
論
が
出
た
こ
と
は
本
当
に
う
れ

し
い
。
感
謝
し
た
い
。
魅
力
的
で
興
味
を
か

き
た
て
ら
れ
る
。

小こ

島2
橋
大
学
名
誉春

季清5
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年
譜
に
従
い
、
生
い
立
ち
か
ら
神
戸
高
商
、

東
京
高
商
時
代
の
貧
乏
学
生
時
代
か
ら
始
め

ら
れ
る
。
第
2
章
「
名
古
屋
高
商
か
ら
在
外

研
究
へ
」
で
は
、
一
九
二
四
年
二
一
月
か
ら

三
年
余
り
の
在
外
研
究
に
つ
い
て
そ
の
抱
負
、

意
気
込
み
、
夢
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
成
果
が

第
3
章
で
報
ぜ
ら
れ
る
。
そ
の
成
果
は
、
一

つ
の
ド
イ
ツ
語
論
文
と
だ

l
ゲ
ル
哲
学
と

経
済
科
学
』
(
同
文
館
、
一
九
二
一
年
、
四

0
0
ペ
ー
ジ
)
と
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
在
外
研
究
の
最
後
に
訪

れ
た
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
の
ケ
l
ス
・
メ
ソ

ッ
ド
の
見
学
が
、
意
外
な
る
衝
撃
と
効
果
を

生
む
こ
と
に
な
っ
た
。
赤
松
博
士
は
、
名
古

屋
高
商
に
産
業
調
査
室
を
聞
き
、
こ
れ
を

「
第
三
の
窓
」
と
言
い
、
実
証
研
究
を
推
進

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
「
雁
行
形
態

論
」
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
思
わ
ざ
る
他
の
喜
ば
し
き
成
果
で
あ
る
。

当
時
の
東
京
商
科
大
学
学
長
上
回
貞
次
郎

氏
に
乞
わ
れ
、
東
亜
経
済
研
究
所
を
設
け
る

べ
く
一
九
三
九
年
に
転
任
し
た
。
一
九
二
八

年
五
月
貴
子
夫
人
と
結
婚
さ
れ
た
。

中
国
大
陸
(
中
園
、
満
州
、
朝
鮮
半
島
)

と
南
方
経
済
に
わ
た
っ
て
実
態
調
査
が
展
開

さ
れ
た
。
日
本
の
必
要
と
す
る
石
油
と
鉄
鉱

石
は
、
中
国
大
陸
に
は
少
な
く
、
南
方
諸
国

及
ぴ
豪
州
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
と
の
貿
易
を
措

い
て
外
に
な
い
。
そ
こ
で
赤
松
博
士
は
、
中

国
大
陸
開
発
論
に
中
心
を
お
く
の
を
排
除
し
、

南
方
と
の
協
力
論
を
主
張
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
当
時
の
重
大
問
題
で
あ
る
。
主
要
論
文

を
商
工
行
政
社
『
新
世
界
経
済
年
報
』
第
五

輯
と
第
九
輯
に
発
表
。
座
談
会
な
ど
を
通
じ

博
士
の
立
場
は
明
確
で
あ
っ
た
。

一
国
は
必
要
と
す
る
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
す

べ
て
自
給
自
足
(
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
)
す
る
の

は
不
可
能
で
あ
る
し
能
率
的
な
こ
と
で
も
な

い
。
し
か
し
あ
る
程
度
の
広
域
に
お
い
て
そ

れ
を
実
現
す
る
の
が
望
ま
し
い
し
必
要
で
あ

る
、
と
赤
松
博
士
は
確
信
し
た
。

こ
の
広
域
経
済
論
は
も
う
一
つ
の
主
著
た

る
『
世
界
経
済
論
』
(
国
元
書
一
房
、
一
九
六

五
年
、
二
三
七
ペ
ー
ジ
)
に
一
貫
し
て
「
雁

行
形
態
論
」
が
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
、

わ
れ
わ
れ
も
雁
行
形
態
論
と
そ
れ
以
外
の
問

題
点
を
区
別
す
る
立
場
を
奇
し
く
も
と
る
よ

う
に
な
っ
た
。

3 

話
題
は
っ
き
な
い
。
終
戦
と
南
方
経
済
調

査
の
片
づ
け
、
ア
ジ
ア
民
族
独
立
運
動
の
支

援
、
南
方
か
ら
の
引
き
上
げ
、
『
世
界
経
済

と
技
術
』
進
歩
に
関
心
が
移
行
(
小
島
と
の

共
著
)
。
赤
松
教
授
の
学
位
問
題
、
教
職
と

公
職
と
し
て
の
適
格
審
査
、
東
京
経
済
大
学

学
生
デ
モ
、
戦
後
の
時
事
問
題
、
イ
ン
フ
レ
、

輸
入
乗
数
、
長
期
景
気
波
動
問
題
、
国
際
通

貨
基
金
な
ど
、
な
ど
。
短
文
で
の
取
り
扱
い

は
か
え
っ
て
誤
解
を
招
く
の
で
そ
れ
は
省
く
。

注
意
し
た
い
の
は
、
池
尾
氏
の
取
り
扱
い

の
中
心
は
、
わ
れ
わ
れ
が
重
点
を
置
い
た

「
雁
行
形
態
論
」
以
外
の
赤
松
博
士
の
学
問

的
、
人
間
的
行
動
の
「
独
自
性
」
、
魅
力
性

に
あ
る
。
池
尾
氏
の
仕
事
と
わ
れ
わ
れ
の
研

究
と
は
う
ま
く
分
業
し
て
お
り
、
一
体
と
な

っ
て
赤
松
博
士
の
全
人
格
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
て
い
る
。
良
き
姉
妹
編
を
な
し
て
い
る
。

こ
の
評
伝
シ
リ
ー
ズ
が
「
日
本
の
経
済
思

想
」
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
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す
る
と
、
わ
れ
わ
れ
の
相
互
補
完
作
業
は
そ

れ
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
雁

行
形
態
論
に
つ
い
て
は
、
小
島
清
『
雁
行
型

経
済
発
展
論
・
全
三
巻
』
を
見
ら
れ
た
い
。

日
本
で
創
意
さ
れ
、
日
本
初
の
ユ
ニ
ー
ク
な

理
論
と
し
て
世
界
に
問
い
か
け
て
い
る
「
経

済
思
想
」
の
一
つ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
池
尾

氏
は
そ
の
他
の
側
面
に
お
け
る
「
赤
松
の
経

済
思
想
」
を
見
事
に
き
め
細
か
く
紹
介
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
全
く
良
き
補
完
作
業
と
歓

迎
し
た
い
。
各
所
に
適
切
に
ち
り
ば
め
ら
れ

た
赤
松
先
生
の
「
う
た
」
も
よ
い
。
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